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再生に向けた基本方針（2009年11月「決算説明会」でご説明）

「常に時代の要請を敏感にとらえ、

お客様が必要とされる最適なサービスを提供し続けることで、

継続的な成長・発展を遂げる企業グループを目指す」

グループビジョン

目標

ＣＳＫブランドの再構築に向けて ＝ ３つの回復

・ ２０１０/３期 ： 営業利益の黒字化

・ ２０１１/３期 ： 安定収益を生み出す体質へ転換

・ 中期 ： １００～１５０億円の営業利益の確保

・ 信頼の回復 ： 情報サービスへの集中、財務体質の改善

・ 収益力の回復 ： コスト構造改革の断行

・ 成長力の回復 ： ３事業分野の強化、新たな成長分野の開拓
（ＢＰＯ事業、ＩＴマネジメント事業、システム開発事業）
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■不採算事業および証券事業、金融ｻｰﾋﾞｽ事業撤退

・プラザキャピタルマネジメント（2009年10月売却）

・ＣＳＫ－ＩＳ（事業撤退）

・ＣＳＫプリンシパルズ（事業撤退）

・ＩＳＡＯ（2010年4月売却）

・コスモ証券（2010年4月売却）

■財務体質の改善 ： 有利子負債圧縮は計画通り進捗

・資産売却、コスモ証券の株式売却により、１５０億円を返済

（2010年2月：50億円、2010年4月：100億円）

2010/3期 営業利益４１.８億円⇒黒字化目標の達成

※公表値３６億円に対し、＋５.８億円（+16.1％）

２０１０年３月期 下期からの成果
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■ コスト構造改革の断行

・ 早期退職優遇制度の実施 ・・・５８１名が応募
【2011/3期】 前年度比約３８億円削減

・ オフィス／拠点の統廃合
【2011/3期】 前年度比約６億円削減

・ 社内情報システムの開発凍結と運用コストの見直し
【2011/3期】 前年度比約１０億円削減

２０１１/３期は安定的に収益を生み出す体質へ転換
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コスト構造改革の成果

２０１１/３期の固定費は０９／３期と比較し、２１５億円削減

※情報ｻｰﾋﾞｽ事業 ＋ ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ事業 ＋ ＣＳＫホールディングスが対象

３４１

２００９／３期 ２０１０／３期 ２０１１／３期（予定）

人件費

物件費

１，０９０
９１２

８７５

▲１２６億円

（▲３７．０％）

▲８９億円

（▲１１．９％）

（億円）

▲２１５億円

（▲１９．７％）

【2009/3期との比較】（固定費）

７４９

２１５

６６０

２３７

６７５
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■ ３事業分野の強化と新たな成長分野の開拓

・推進体制の整備
-ＣＳＫシステムズの再編（2010年4月：西日本・中部との合併）

-ＣＳＫサービスウェアの再編（2010年4月：ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｸｽﾃﾝｼｮﾝとの合併）

・事業革新プログラム
-営業、分室、サービス、技術の４テーマでグループ横断タスクチーム活動

※分室 ＝ お客様先の常駐拠点

-グループ内の連携施策

‐ グループ戦略営業 ※グループ一体でお客様対応を行う営業活動

‐ トップ商材認定（１４商材） ※グループ一体で取り扱うサービス・商材を認定

・ＣＳＫサービスウェア、ＣＳＫ‐ＩＴマネジメント、ＣＳＫシステムズに
「サービス・イノベーション」推進組織を設置
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2011/3期連結事業計画

（億円）

【売上】 ・ コスモ証券の売却等により減収計画

・ 情報ｻｰﾋﾞｽ事業＋ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ事業にて、約７％の成長

【営業利益】 ・ コスト構造改革、不採算事業の撤退・売却の効果

・ 情報ｻｰﾋﾞｽ事業＋ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ事業の増収効果

2010/3期

実績 計画 増減額 増減率

売上 1,695.2 1,600.0 ▲95.2 ▲5.6%
営業利益 41.8 100.0 58.2 139.4%
　（営業利益率） 2.5% 6.3% 3.8% -
経常利益 29.2 93.0 63.8 218.5%
当期純利益 ▲591.8 5.0 596.8 -

2011/3期
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売上計画の水準について

▲１７６億円

１，６９５
（億円）

2010/3期
売上実績

＋１０６億円

コスモ

証券売却

2010/3期

売上実績（調整後）

撤退・売却

（ＩＳＡＯ等）

▲２５億円

１，４９４
（億円）

2011/3期

（計画）

１，６００
（億円）

・コスモ証券他 撤退・売却事業を除く2010/3期実績は、１,４９４億円

・2011/3期は、実質１０６億円（約７％増）の売上増を計画
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2011/3期 事業分野別売上計画

（億円）

2010/3期
（実績）

構成比
2011/3期
（予想）

構成比 増減額 増減率

ＢＰＯ事業 310 16.6% 332 18.4% 22 7.2%

ＩＴマネジメント事業 364 19.5% 410 22.7% 46 12.7%

システム開発事業 926 49.7% 997 55.2% 71 7.7%

プリペイドカード事業 32 1.7% 33 1.8% 1 4.0%

その他 232 12.5% 36 2.0% ▲197 ▲84.7%

連結調整 ▲169 - ▲208 - - -

合計 1,695 - 1,600 - ▲95 ▲5.6%
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ＣＳＫ‐ＩＴマネジメント

2011/3期 売上計画について

■2010/3期受注高の推移
（CSKｻｰﾋﾞｽｳｪｱ、CSK‐ITﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、CSKｼｽﾃﾑｽﾞ）

（億円）
ＣＳＫサービスウェア ＣＳＫシステムズ

2009/3期

2010/3期

・４Ｑにおいて各社とも受注高が回復傾向

－ＣＳＫサービスウェアは前期実績を上回る水準へ

－ＣＳＫ‐ＩＴマネジメントにおける3Qの差異は、2009/3期の大型
アウトソーシング案件受注（複数年契約）によるもの

－CSKシステムズは既存顧客を中心に受注が回復傾向
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■期末受注残高

ＢＰＯ事業 ： 不採算案件（１３億円/年）の撤退による減少

ＩＴﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 ： 複数年契約案件の売上計上分が減少

ｼｽﾃﾑ開発事業 ： 期末受注残高が１８億円増加

（億円）

ＩＴﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

ｼｽﾃﾑ開発事業

BPO事業
761 743

※
※再編の結果を考慮
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2010/3期

４１
（億円）

＋５４億円

2011/3期のコスト

削減効果

（早期退職優遇制度、

オフィス統廃合、

情報システム見直し）

▲３５億円

2010/3期の
短期的な

利益創出施策
の見直し

＋２２億円

撤退・

売却等

８２
（億円）

売上増加・コスト

削減による必要

積上げ額

１００
（億円）

2011/3期

（計画）

＋１８億円

コスト構造改革、不採算事業の撤退・売却の効果により、
前年と同水準の売上で営業利益８２億円を確保できる見込み

営業利益計画の水準について
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サービス・イノベーション 新しい“事業”の創造へ継続的に挑戦
⇒環境・仕組みの整備から具現化へ

同業及び異業種との協業・提携 （住商情報システム㈱ 等）

海外市場への挑戦

人材育成

2011/3期 事業方針 ～ 着実に実行

BPO ： 成長分野として、資本・人的リソースの重点配置

－大型BPO案件の獲得、フルフィルメント事業の強化

ITﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ： ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ案件（期初保有案件：前年比+45億円）の確実な取り込み

ｼｽﾃﾑ開発 ： 特定業界・業務向けＳａａＳの展開、金融大型案件への対応、
アプリケーション保守モデルの拡大⇒オフショア／ニアショア活用

個々の事業強化と連携強化サービス・インテグレーション
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■導入先 前田建設工業株式会社様

■導入効果 情報インフラ関連コストが従来月額比で約20%削減

「ＵＳｉＺＥ」プライベートクラウド環境を整えた従量課金型アウトソーシングサービス

○ユーティリティ･コンピューティング･サービス 「ＵＳｉＺＥ」 概要

※ 「ＵＳｉＺＥ」について
データセンターに設置したコンピュータ･リソース、ネットワーク･リソースと各リソースに必要となる
る運用をセットにして、毎月実際のリソースの利用料に応じて、従量で課金するサービス

サービス事例①
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■導入先 株式会社アインファーマシーズ様

■導入効果 導入前と比較して、月間平均在庫金額が約20%削減、

年間廃棄金額が約25%削減

「調剤本部･店舗システム」の導入⇒調剤薬局業界における多店舗運営を効率化

○調剤本部･店舗システムの概要

「調剤本部･店舗システム」稼働により、分断されていたシステムが、レセプトコンピュータ（業務システム）から
会計まで一気通貫の処理を実現します。
ＳＴＥＰ１～３の段階別に稼働を実施することにより、店舗の運営混乱を回避します。

サービス事例②
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事業環境の認識

・ 国内市場は成熟化

・ サービスの多様化・複雑化

・ 「コスト削減」が最優先テーマ ・・・低価格化、短納期化

・ 「所有」から「利用」へのニーズ

・ “成果”重視の潮流

・・・ITを活用した「事業収益力強化」「新たな事業創造」のための投資を選別

独創性強化（差別化） と 価格競争力強化をさらに進める

ＩＴサービス市場およびお客様の現状
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CSKグループの強みと事業強化の方向性

３つの事業分野が、一定規模と競争力を有すること

システム
開発事業

ITマネジメント
事業

BPO事業

・ コンサルティング

・ システム開発／ＳＩ

・ ＡＳＰ

・ データセンター

・ システム運用

・ コンタクトセンター

・ 業務運用

３事業分野間の連携・融合を通じ、

ＣＳＫグループ独自の価値を提供

・ CSK-ITﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・ CSIｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

・ CSKｼｽﾃﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・ CSKｻｰﾋﾞｽｳｪｱ

・ CSKｼｽﾃﾑｽﾞ大連

・ ﾍﾞﾘｻｰﾌﾞ（東証一部上場）

・ CSKｼｽﾃﾑｽﾞ

・ CSK Winﾃｸﾉﾛｼﾞ

・ 福岡CSK

・ 北海道CSK

・ CSK証券ｻｰﾋﾞｽ

・ ｽｰﾊﾟｰｿﾌﾄｳｪｱ

・ CSKﾆｱｼｮｱｼｽﾃﾑｽﾞ

・ CSKｼｽﾃﾑｽﾞ上海

・ ＪＩＥＣ（東証二部上場）

＝ｺﾏｰｽｼｽﾃﾑの運営ﾌﾟﾛｾｽの提供
ＣＳＫﾌﾟﾚｯｼｪﾝﾄﾞ

（ﾌﾙﾌｨﾙﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ）

CSKｸﾞﾙｰﾌﾟの強み

３事業分野を融合した当社独自の価値提供により、

お客様のビジネス革新に貢献
事業強化の方向性
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３事業分野連携・融合サービス事例①

ＥＣ支援サービスを活用したオンラインショッピングサイト「R-Online “The Shop”」

■導入先 株式会社レナウン様

■EC支援サービス ･ECサイト向けASPサービス「e-Vans」

･ECフルフィルメントサービス

･ウェブソリューション「Baynote」

○オンラインショッピングサイト「R-Online “The shop”」

○「e-Vans」
Eコマース向けフロントシステムと
バックシステム（販売管理）のASPサービス
○ECフルフィルメント
商品の受注処理から配送処理までの
バックオフィス業務
○Baynote
サイト訪問者のWEB上での行動を分析し、
最適な情報をおすすめするサービス

○展開ブランド
ダーバン（メンズ）
シンプルライフ（メンズ＆レディス）
エンスウィート（レディス）
アーニーアーノルドパーマー（レディス）

他

R-online “The Shop” TOPページRR--online online ““The ShopThe Shop”” TOPTOPページページ 商品一覧ページ商品一覧ページ商品一覧ページ

商品詳細ページ商品詳細ページ商品詳細ページ

商品写真拡大商品写真拡大商品写真拡大

○ http://e-shop.renown.com
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○ABC動画倶楽部（動画配信）
http://shop.asahi.co.jp/doga/

○クラブABC（館員管理システム）
http://club.asahi.co.jp/abcs

■導入先 朝日放送株式会社様

■導入効果 システム導入により、売上アップとコスト削減が実現。消費者からの問い合
わせなど迅速な対応が可能となり、お客様満足度の向上につながる

「通販業務支援サービス」導入により、テレビショッピングとECサイト、
販売管理システムのデータをリアルタイムに連動

３事業分野連携・融合サービス事例②
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３事業分野連携・融合の未来 ＣＳＫｸﾞﾙｰﾌﾟ独自のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｸﾗｳﾄﾞ・ﾓﾃﾞﾙ

「第１回クラウドコンピューティングＥＸＰＯ」において、
BPO、ITマネジメント、システム開発とパブリッククラウドを組み合わせて
活用することの有効性を提言

第１回ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞEXPO 特別講演
『クラウドを取り巻く最新動向と、ハイブリッドクラウドで拓く新しい世界』

㈱CSKｼｽﾃﾑｽﾞ 技術開発部
CSKフェロー 黒川利明氏

1972年東京大学教養学部基礎科学
科卒、(株)東芝 総合研究所、(財)新
世代コンピューター技術開発機構、
日本アイ・ビー・エム(株)を経て1999
年より(株)CSK、現在(株)CSKシステ
ムズ 技術開発部 CSKフェロー。京都
大学非常勤講師、文部科学省科学
技術政策研究所科学技術動向研究
センター客員研究員として、ICT人材
育成やDesign Thinking、クラウド・コ
ンピューティングに関わる。ICT標準
化・知財センター認定 標準化エキス
パート、ICES創立メンバー、画像電子
学会国際標準化教育研究会委員長
として、C#、CLI、ECMAScriptなどの
JIS作成、標準化人材育成に関わる。

（2010年5月14日（金）13:30～14:30＠東京ビックサイト）

ＢＰＯ／ＩＴマネジメント／システム開発を融合した新サービスの創造／利用型の新しいストック型ビジネスモデル

プライベートクラウド
（お客様企業専用）

パブリッククラウド

IaaS

PaaS

SaaS

Amazon 
EC2/S3 

ホスティング
ベース

force 
.com 

Windows
Azure, 

Google 
App 

Engine 
など

IT基盤に依存しない柔軟な運用基盤 - コスト/セキュリティ/柔軟性などシステム特性に対応

システム開発／BPO 

SaaS SaaS SaaS

….

SaaS・ASP展開／BPO 

既存
システム

既存SI 

一部機能の
移行

mCloud
アプライアンス

（協業）

OSS/ 
Eucalyptus 

システム連携 （ ESB ） / 統合認証 / 分散処理

（アプリ）

（ 基盤）

（インフラ）
仮想化

金融 製造 流通 通信 ・・・

ワークフロー 認証 開発環境 ライブラリ・・・
ツールキット
(コンポーネント)  

業務
アプリ

アセット

Salesforce

J2EE, .Net アプリケーションフレームワーク

PrimeCloudPrimeCloud ControllerController
（（ハイブリッドクラウド制御ソフトウェアハイブリッドクラウド制御ソフトウェア ））

Heartil Management Center
HMC

PrimeTiaaS, BPオンデマンド, 
LogShelter等

ＢＰＯ／ＩＴマネジメント／システム開発を融合した新サービスの創造／利用型の新しいストック型ビジネスモデル

プライベートクラウド
（お客様企業専用）

パブリッククラウド

IaaS

PaaS

SaaS

Amazon 
EC2/S3 

ホスティング
ベース

force 
.com 

Windows
Azure, 

Google 
App 

Engine 
など

IT基盤に依存しない柔軟な運用基盤 - コスト/セキュリティ/柔軟性などシステム特性に対応

システム開発／BPO 

SaaS SaaS SaaS

….

SaaS・ASP展開／BPO 

既存
システム

既存SI 

一部機能の
移行

mCloud
アプライアンス

（協業）

OSS/ 
Eucalyptus 

システム連携 （ ESB ） / 統合認証 / 分散処理

（アプリ）

（ 基盤）

（インフラ）
仮想化

金融 製造 流通 通信 ・・・

ワークフロー 認証 開発環境 ライブラリ・・・
ツールキット
(コンポーネント)  

業務
アプリ

アセット

Salesforce

J2EE, .Net アプリケーションフレームワーク

PrimeCloudPrimeCloud ControllerController
（（ハイブリッドクラウド制御ソフトウェアハイブリッドクラウド制御ソフトウェア ））

Heartil Management Center
HMC

PrimeTiaaS, BPオンデマンド, 
LogShelter等
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有利子負債の期末残高と返済計画

・ 2010/3期 ： 2010年2月に50億円を返済

・ 2011/3期 ： 返済計画150億円のうち、2010年4月に100億円を返済済み

・ 資産売却、事業収益によって有利子負債を返済

2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期

返済計画（返済金額）

１５０

‐

‐

１００

２１８

‐

１００

‐

‐

１００

‐

３５０

借入金

ユーロCB

国内CB

１５０ ３１８ １００ ４５０返済合計

有利子負債
残高

2010/3
残高

４５０

２１８

３５０

2009/9
残高

５００

２１８

３５０

１,０１８１,０６８ ８６８ ５５０ ４５０ ‐

（億円）

※ＣＳＫホールディングス単体の有利子負債額
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３．

４．
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事業強化の方向性

財務体質の改善

中期目標（2014/3期）
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売上

営業利益

2010/3期実績

１，６９５億円

４１億円

利益率 ２．５％

中期目標（2014/3期）

２，０００億円

１５５億円

７．８％

■事業分野別の中期売上目標

■中期計数目標

中期計数目標

ＩＴマネジメント

（５５０億円）

ＢＰＯ

（４５０億円）

システム開発

（１,０００億円）

【中期目標（２０１４／３期）】

５８％ ２３％

１９％

【２０１０／３期実績】

５０％

２８％

２２％

2011/3期計画

１，６００億円

１００億円

６．３％

※内、イノベーション２００億円



29

＜免責事項 Disclaimer ＞

本資料は、業績およびグループ事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、
CSKホールディングス及び当社グループ会社の株式の購入や売却を勧誘するものでは
ありません。本説明会及び資料の内容には、将来の業績に関する意見や予測等の情報
を掲載することがありますが、これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて
作成されております。よって、その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告な
しに変更されることがあります。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当
社は一切責任を負いません。また、本資料の無断での複製、転送等を行わないようにお
願い致します。

This material is intended to provide information about the business performance and 
strategy of the CSK Group. It is not intended and should not be construed as an 
inducement to purchase or sell stock in CSK HOLDINGS or CSK Group companies. 
Statements in this presentation and at the explanatory meeting that are not historical 
fact are forward-looking statements, based on the current beliefs, estimates and 
expectations of management. As these beliefs, estimates and expectations are subject 
to a number of risks, uncertainties, and assumptions, actual results may be materially 
different. CSK HOLDINGS undertakes no obligation to update any forward-looking 
statements, and shall in no event be liable for any damages arising out of the use or 
interpretation of this material. Please refrain from copying, disseminating or distributing 
this material without the prior consent of CSK HOLDINGS. 
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